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   A fifty-five years  old  housewife who  suffered from both renal calculus with left pyone-
phrosis died immediately after lumbar anesthesia at left nephrectomy. 
   No apparent death causes were found but the ascendings of anesthesica might be 
considered. 
   In the literature, total number of such autopsy cases died by accident remains small 
in this country.
緒 言
両側腎結 石兼左膿腎症 の患者 に,左 腎別除術
の 目的で腰椎麻酔 を行 い,之 がため間 もな く重
篤 な副作 用を呈 し,死 亡 した症例 に剖検の機会


























































間もな く血圧測定不能とな り,約1時 間に亘つて諸種
応救処置を行つたが遂に効なく,鬼籍に入つた.
病 理 解 剖 所 見
外景一般:骨格中等度,体 型中聞型,栄 養衰桑た女
屍で,皮膚は一般に乾燥状,屍斑 は背 部に瀕 蔓性軽
度.黄 疸,出血斑共になし,又浮腫も認めない.眼 瞼
結膜,口腔粘膜共に貧血状.死 剛は肩,腕,手,股,
膝,足何 れも軽度.頸 部淋巴腺及 び鼠険淋巴腺触れ
ず.
胸部概観=胸 腔には特別に異常は認め難 く,胸腺は











































































































































Hebert(1950)其他 多数 の著者 に よれば,189
8年BierがCocainを用い て腰 唯麻酔 を行 い,
始 め て公表 した もので,以 来現 在迄50年以上 を
経過 し,そ の間種 々の改良 と共 に進歩 し,現 在
では その麻酔薬 もProcaine,Metycaine,Pon-
tcaine,Nupercaine,Tropacocainel等多数 の
ものが使用 され る様 にな り,そ の副作 用 も減少
するに及んで,最 も広 く用い られ てい る麻酔法
の一つで ある.
その長所 とす る所 は,そ の麻酔 が深 く,筋 の
弛緩 が充分 であ る.操 作 が極 めて簡単で ある.
物 質代謝 に障 碍 を及ぼ す事 が 少い.意 識 の 消失
がない為に手術 中も患 者 と応答 出来 る.
吸 入麻酔 の際 の様 に興奮 した り,唾 液や気管
粘膜 の分 泌の増 加がない.術 後 の嘔気,嘔 吐 も
少い.電 気 メスを使 用 しても危 険がない等で あ
り,こ の点他 の麻酔法 の追髄を許 さないが,一
方琉 且薬液 が注入 され て麻 酔が現 われ ると,そ



























等が考え られるが,勿 論心筋疾患,高 血圧,低
血圧,心 代償木全,貧 血,低 蛋 白,内臓穿孔等
の絶対禁忌とされているものを避け,低 血圧防


















比重液 及び低比重 液 との間には,そ の中に含
まれている薬 剤の根本的な相 違はな く,そ の

















































腸間膜動脈,肝 動脈,大 腿動脈等 を遮断した
後,麻 酔薬を注入して,血圧下降の状態を観察
し,血圧の変動は脾動 脈叉は肝動 脈遮 断群で
は,上 腸間膜動脈又は大腿動脈遮断群 より血圧
の下降は軽度であり,叉麻酔時の血液臆滞は脾
臓が最も高度 であり,次 いで 肝臓,腸 間膜領
域,後 肢の順に軽度であり,脾臓は麻痺後著明
に傅血腫大し,暗紫色 となり,肝は中心静脈周




































とによつて起るが,麻 酔薬が髄液 内を上昇 して
呼吸笛,横 隔膜に移行する運動神経の麻痺を起










1131を混 じて腰椎麻酔に注入 し,γ 線を測定
した実験によると,等比重液 の1.0～2.Occを
徐 々に注入 した場合,体 位の如伺に拘 らず,注
入局所が最高で,頭側15cmか ら尾側5cm
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